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■なぜ働き方改革は「悩ましい」のか？
今年度の「働き方改革シェアミーティング」がスタートしました。6月の第1回は、「なぜ働き方改革は“悩ましい”のか？」をテーマに、日
頃学校現場で感じているモヤモヤや葛藤に向き合い、その背景を探りました。正解や「取扱説明書」がないからこそ「悩ましい」働き方改
革。だからこそ、悩みや実践を持ち寄り、言葉にし、少しずつ整理していく—。そんな対話の場となりました。
今年度も、信州大学教育基盤構築センター准教授の荒井英治郎先生にファシリテータをお務めいただき、さらに今回は話題提供とし
て、（株）先生の幸せ研究所の大野大輔氏にもご参加いただきました。
全5回にわたる今年度のシェアミーティング。対話を重ねながら、それぞれの現場での一歩につながるヒントを見つけていきます。

働き方改革を拒む見えない壁の正体は何か？

6つの
枷

（かせ）

これらの「ずれ」の解消が枷（かせ）を取り除くカギ

WHY
「目的」のずれ

WHAT
「内容」のずれ

HOW
「主体」のずれ

「何のためにやるのか」（どんな状態を目指すのか）
e.g.,子どものため、自己実現のため

「何をやるのか」（どんな手立てを講ずるのか）
e.g.,特色の最大化

「誰が進めるのか」（その実現のための方法とは）
e.g.,思い立った『あなた』からはじめる

「秩序の枷」
（規律が崩れる不安）

 

•日課や行事を見直すことで、これ
まで保たれてきた学校の安定や落
ち着きが崩れてしまうのではない
かという懸念。

「評判の枷」
（「楽をしている」と思われる恐怖）

•学校が周囲からどう見られるかや、ク
レーム等に対する過度な恐れ。「先生
が楽をするための働き方改革」と思
われる恐怖。

「資源の枷」
（予算・人手・スキルの不足）

 

•人材確保の難しさや、外部の協
力者を得にくいといったリソース
の限界。

「制度の枷」
（動かせないルールの壁）

 

•制度面での制約や合意事項など、
動かせないルールが学校の判断
での変革を阻害。

「同僚の枷」
（波風を立てるリスク）

 

•新しい試みの「魅力」よりも、「問
題が起きるのではないか」という
不安が先行し、職員会議などで
反対意見が出る状況。

「伝統の枷」
（「代々こうしてきた」という圧力）

 

• 「代々こうしてきた」という慣習や近隣
校と足並みをそろえるなどの独自
ルールが固定化し変革を阻害。

６つの枷（かせ）を生む正体は何か？
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自動的に生成された説明

長野県 教職員情報

学校の働き方改革等に
関する情報はこちら

こんなことが「悩ましい」 →    改善のための試行（実践・工夫）

「創造的余白」で実現する学校改革～改革を加速させるためには

「創造的余白」：勤務時間内に生み出す
「質の向上」のための時間

単純に早く帰ることだけでなく、教
材研究や自己研鑽、子どもと真に向
き合う時間を創造する。

「伐採」ではなく「間引き」による業務改善

全てを削るのではなく、目
指す学校像（目的）に本当
に必要なものを残し、他を
選択的に減らす。

「小さく試す（試行）」から始める
例えば「ノー残業デーはトレーニ
ング」のように、期間限定の「お
試し」で柔軟な修正を可能に。

「手段」の前に「目的」を共有する
「子どものためになる」という
共通認識を、教職員間はもちろん、
保護者や地域と丁寧に構築。

数字を減ら
すことが本
当に子ども
のため？

削減の中身の
議論が十分で
ない

目指す方向
が一致せず、
方法論だけ
が先走り迷
走

削減に伴い、
特定活動（合
唱練習など）
の機会喪失

一部教員へ
の負担偏重
といった副作
用発生

「子どもの
ため」という
職員の思い
は一致して
いるが・・・

自分たちで作
り上げることが
効果的（自走）

小さな一歩から
スタート
（「定時退校日」
の掲示など）

コミュニティス
クールを「応援
団」として活用

「運動会実行委員
会」を子ども主体
で運営

子ども主体が保
護者の理解や教
員の働きがいに

スクールミーティング
やランチミーティング
で改革の意義を子
どもと共有

専門性を生か
した業務分担

事務職員は
「力強い
パートナー」

働き方改革は総力戦！
個人のタイムマネジメントから地域の協力まで、総力戦で、それぞれができることをやる。

自 助
（個人裁量）

共 助
（学校・園裁量）

公 助
（教委・国裁量）

援 助
（地域・関係機関裁量）

個人の
タイムマネジメント

組織として
チーム運営

教育委員会や
国による支援

PTAやCSなどによる
地域協力

（ブレイクアウトセッションにおける情報交換から）

次回シェアミーティング#02は9月11日（金）開催、テーマは「ライフステージに応じた働き方をどう実現していくか？」です。

https://www.pref.nagano.lg.jp/kyoiku/kyoiku/kyoshokuin/index.html
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